































































































































































































● ● ● ●
番ヶ瀬は経済原論による資本主義発展段階の見方を受入れた上で、独占資本
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
主義段階のとりわけ後期には、労働者階級の貧困に対してあてられる社会政





































































































































































































































































● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
要するに、 リテラシーと知識の道具箱とを両輪とした教養がしっかりと備
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ① ● ● ● ●
わっていてこそ、必要に迫られたときに境界領域科学を生出すことが可能と
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
なるのである。教養はこうして危機の時代において自分でものを考えようと





















































































『理論産業学」 (1976-77年)、 『生産性分析の基礎原理」 (1977年)、 「産業
環境論」 (1985年)、P70d"c""j〃ハルas"””e"#α"dM""αg移加e"/"the


































































































































































































(前同、 45ページ） り、 「体験主義に妥し、深まりをみせずしかも学問性
を充分に追究できないか、あるいは応用経済学あるいは応用社会学など
などのたんなる集合で終る危険性が生じてくる」 （前同、 43ページ） と
も指摘している。この論点は次の節につながる大事なところである。
前同、45ページc
前同、45ページ。
産業学を打立てた黒沢は、経済学に「人間」が出てこないことを指摘し、
自らの学理にそれを組み込まんとした。一番ケ瀬がここで強調している
のも正にそれと同じことである。二人とも、経済学の内に止まるかぎり
｢人間」の登場する余地はないと見切ったのである。
人間の登場する経済学は本当にないのであろうか。この大切な主題に
ついてはまた別の機会にぜひ論じたい。
黒沢一情『生産性科学入門j71ページ。
前同、 71ページ。
Kurosawa,OP. c".,p.21.
黒沢前掲書、 71-72ページ,．
前同、72ページ。傍点は引用者による。
この図では生産性科学と純粋科学との対蹴性を示したものとなっている
けれども、かつては「生産性科学」の部分に「産業学」が、 「純粋科学」
の部分に「理論経済学」が入っていた。黒沢一情『理論産業学』 （(上）
時潮社、 1976年)43ページを見よ。
一番ケ瀬前掲書、 17ページ。
一番ケ瀬康子『現代社会福祉論』 6ページ。
一番ケ瀬康子「現代社会福祉の基本視角』 10ページ。
一番ケ瀬康子「現代社会福祉論』69ページ。
42）
43）
44）
45）
46）
47）
48）
49）
50）
51)
52）
53）
54）
槙満信：社会科学における境界領域科学の誕生479
55）
56）
前同、65ページ。
黒沢は図3でPSのSカテゴリーを「世界の人びとの福祉の向上」とし
ている。この語句が指している中身は「各国、各民族の独自な文化の尊
重とそれの発達のことにほかならない」 （黒沢一情『生産性科学入門』
342ページ)。よって同じ「福祉」という単語が入っているとはいえ、「人
権とりわけ生活権を守る方策」 （一番ヶ瀬康子『現代社会福祉の基本視
角」 8ページ）を指すものとして一番ヶ瀬が用いている「社会福祉」と
いう語句とはとりあえず別のものと考えられたい。
阿部謹也『｢教養」とは何か」 （講談社現代新書、 1997年)、74ページ。
前同、 180ページ。
言語と数学と以外にもこうしたものはあると我々は考える。財務諸表が
読める、計算機言語が分る、楽譜が読めるといった力も広い意味でのリ
テラシーであり、表現や理解の世界を広げるものである。簿記にしても
五百年も前からある「ビジネスの言語」であって、すぐ役に立つけれど
もすく、に役に立たなくなるような知識ではない。 「文科系学部不要論」
が話題になったころ、 「文科系学問＝必ずしも目に見えて役に立たない
もの」がいかに大切かを説くための方便として、すぐに役に立つものの
代表として簿記が上げられたことがあった。だが文科系学問が大切か否
かということと無関係に、そもそも簿記はすぐ身に付くものでない上に
五百年もの長きにわたってあまねく活用されてきた術であり、むしろリ
テラシーの一角を占めると見るほうが妥当ではないだろうか。どうも人
によってはリテラシー、さらに教養を文科系学問の部分集合であると考
えているようで、その認識が混乱の源となっているように思われる。
もっとも、そもそも十八世紀ごろにドイツにて教養という考えが出てき
た折には「純粋な学問｣、すなわち哲学を修めることによってのみ教養
が育まれると考えられていたのであるから、その考えに忠実に従うなら
ば、教養なるものは正に文科系学問の部分集合であるということにな
る。
57）
58）
59）
480鹿児島経済論集第60巻第3･り･ (2019年12月）
60） 知識の道具箱に入っているものは誰にも開かれている。但し、そこから
何かを取出そうとしている人のリテラシーがどの程度張られているかに
よって、手に入れた後に実際に生かすことのできるものの範囲は違って
くる。よって自分でものを考えるための潜在力をたかめるには、回りく
どいようでもリテラシーを徹底的に鍛えておくことが肝要であろう。こ
こが貧弱だと、せっかく知識の道具箱からいろいろ当面の課題に関聯す
る知識を見付けて取出してみても、それらを読解けずにろくに活かせな
いで終ってしまう虞がある”
一番ケ瀬前掲書、 19-20ページ。
たとえば、黒沢前掲書、 17-18ページ、一番ヶ瀬康子「現代社会福祉論」
78ページを参照。
前同、 5ページ。
前同、 5ページ。
前同、 5ページ。
小林和生「生産性科学入門』 （放送大学教育振興会、 1999年）を見よ。
これは黒沢が受持った放送大学の「生産性科学入門」を襲った同名科目
のテキスト ・ブックである”なんと百六十ページしかない。黒沢の「生
産性科学入門」は六百ページに及ばんとする大著であり、彼が産業学を
打立てるために注いできた帷々ならぬ労力や気晩がどのページにも、注
の一つ一つにも現れていた』なぜこうした学問がなければならないのか
が読者に森々と伝わってくる書物であった。それに比して、第二世代の
手に成る小林版は学問の枠組を手短に淡々と説くだけのものであり、黒
沢版に感銘を受けた者が読むと拍子抜してしまうのではないかと思わず
にはいられなかった。
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